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論 文 内 容 要 旨
本稿 は、「複式簿記 の機構に支え られた現行 の企業会計」およびこれ らを記述の対象 として諸先
学により展開 された会計測定構造論、 などを考察対象 として、記号論における意味論的アプ ローチ
を分析視角 として適用 しなが ら考察をすすめることを課題 としている。
すなわち、 まず もって、資金計算書 に関す る問題 に光 をあてなが ら、現代会計 には解決せねばな
らない多 くの課題が内在 していることを明 らかにすることを本稿の課題 とす るとともに、そのよう
な課題が生 じた原因を も明 らかにす ること、を も本稿の課題 として考察をすすめている。
この考察のプロセスにおいて、現代会計の課題を解決す る糸 ロとなりうる、新たな会計測定構造
論を構築す る手がか りをえるために、20世紀初頭のアメ リカで展開された会計理論 を考察 し、 これ
らの学説 の特色 と問題点を明 らかにする試みを もすすめている。
分 析 視 角 と考 察 対 象
このよ うな分析 をすすめる際に、本稿では、分析視角 と して、会計構造 に 「人間の認識 ・判断」
が介在 していることを重視 し、会計的記号 とその指示対象 との関連に焦点を絞 りなが ら考察す ると
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いう、意 味論的アプローチを採用 してい る。 さらに、本稿 の考察対象 としては、 「複式簿記 の機構
に支え られた現行の企業会計」、お よび これ らを記述の対象 として論理展開を した20世紀初頭のア
メ リカの会計学説、を位置づ けている。
我 国 の 「資 金 会 計 論 」 とア メ リカ の資 金 計 算 書 制 度 の特 色
現代会計で生 じている諸問題 の代表的な例 として、本稿で は、資金計算書 に関す る諸問題 に光を
あてている。すなわち、まず もって、我国 において資金計算書 の制度化 をお こな う際には理論的基
盤 となるであろ う、E.Schmalenbachによ り基礎を与 え られた会計理論の特色 と問題点 につ いて
考察するとともに、 このよ うな理論 を基礎 として展開されている我国の 「資金会計論」の有する特
色 と問題点についても考察 している。
このよ うな考察 をとお して、我国の 「資金会計論」 では、企業会計のなかにおける資金計算の適
切な位置づ けがなされているとはいいがたいこと、さらに 「資金会計論」の立論の基礎 となるべ き、
会計測定構造論 それ 自体のなかにも、い くっかの問題点が存在 していることを明 らかに している。
さらに、 アメ リカの資金計算書の制度化の歩みに光 をあて、 これ らの制度 における特色 と問題点
を、資金計算書 の目的、報告内容、 および記載方法などの点 に焦点 を しぼ りなが ら、考察をすすめ
ている。
このよ うな考察 をとお して、 アメ リカの資金計算書 の制度化 において も、多 くの問題が存在 して
いることが明 らかになるとともに、 このような問題が生 じた根本的な原因 は、会計制度の理論的基
盤 としての会計測定構造論 それ自体 のなか に、大 きな問題が存在 していることに もとめ られること
を明 らか にしている。
現 代 の 会 計 測 定 構 造 論 の有 す る特 色 お よ び 問題 点
しか らば、現代のアメ リカの資金計算書制度が論理的基盤をおいている、会計測定構造論 には、
どのような特色 と問題点がみいだ されるであろ うか。 この点を明 らかにするために、現代の代表的
な会計構造論 のひとっ とみな され るSFACのNo.2一そのなかで も、 とりわけ 「表現の忠実性」概
念 一を考察対象 として、 それ らの特色 と問題点 を考察す るとともに、 山本[1992]を手がか りとし
なが ら、現実の企業会計 の測定対象の特色を明 らかにす る試みをもすす めている。
このよ うな考察を とお して、「表現 の忠実性」概念 には、次のような問題点が存在 していること
を明 らかに して いる。 すなわち、SFACにおいては、企業会計が測定 し、 表示 して いるのは、現
実世界の 「経済的資源および債務な らびにそれ らを変動 させる取引および事象」であると"先験的"
に規定 した うえで、会計的表現 はこれ らの対象を直示す るとい う見解が示 されている、 などの多 く
の問題点が存在 していることを明 らかに している。
このよ うに、SFACは、多 くの問題点 を含んでいるために、新たな視点か らの見直 しが必要 と
されてい る、 といえよう。
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新 た な 会計 測定 構 造 論 を構 築 す る手 が か りと して のPaton理論
これ らの考察か ら明 らかにな った問題点を解決す るためには、 どのよ うな会計測定構造論を展開
した らよいであろ うか。本稿では、 この点 にっ いて、1920年前後にW.A.Patonが展開 した理論
を手がか りと して考察をすすめている。すなわち、彼の展開 した 「会計測定構造論」 の特色 と問題
点 を考察するとともに、新 たな会計測定構造論構築 の手がか りをえることを試 みている。
このよ うな考察を とお して、Patonは、企業会計の測定構造 に、会計測定者 としての会計人 の
認識 ・判断などの思考が介在 していることを重視するとともに、 このような会計人が、企業の経営
過程 内部の 「価値 の流れ」 を跡づ け、株主 などの利害関係者 に対 して、「価値 の流れ」 に関す る情
報 を提供す る ことを会計職能 として理解 してい ることを明 らか に してい る。 したが って、Paton
が展開 した 「会計構造論」 は 「会計測定構造論」 にほかならないことが理解 され るのである。
さらに、Patonは、基本的に、会計測定者 などの会計人 は測定実務 を遂行す る際 に 「2重分類
的複式」 の様式で 「思考内容」を形成 していくとい う認識にたちなが ら、会計測定 のプ ロセスを、
会計人が経済財の流れを 「価値の流れ」 として思考化 ・抽象化 し、複式の勘定記録 などの会計的記
録に表示す るもの、 と理解 していることを明 らかに している。
したが って、Paton理論 は、20世紀初頭 のアメ リカにおいて、企業会計 に対 して意味論 的考察
を試みた先駆的業績 として高 く評価す ることがで きる。
意 味 論 的 考 察 の先 駆者 と して のC.SpragueとW.M.Cole
20世紀初頭 のアメ リカで活躍 した、C.Spragueも、W.A.Patonと同様 に、会計測定の対象
として明確に 「価値の変動」 ない し 「価値の流れ」を位置づ けなが ら、企業会計の構造を解明する
特色 ある試みをすすあている。 したが って、Sprague理論 に対 して も、Paton理論 と同様 に、 ア
メ リカの 「静態論」ない しは 「資本主理論」 と しての評価 を与 えることは、適切 とはいいがたいの
であ りSprague理論 も、意味論的考察の先駆的業績 として、その現代的意義が高 く評価 され る。
W.M.Coleも、PatonやSpragueと同様 に、会計測定の対象 と して、 「価値 の変動」 ない し
「価値の流れ」 を位置づ けなが ら、企業会計の構造 を解明する試 みをすすあている。
本稿では、 このように、20世紀初頭のアメリカの会計学界では、1930年代以降に展開された会計
理論 とは異なった、特色 ある学説的な流れが存在 していた こと、そ してそれ らの学説 に対 しては、
現代会計の視点か ら高 い評価が与え られることを明 らかにしている。
以上のような本稿の考察をふまえ、私 は、以下 のような今後 の展望を持つにいたった。
す なわち、会計測定構造論 の論理的基盤ない し公理(論)と は何か、 を適切に見極 めることによ
り、 はじめて、新 たな、 よ り有用 な会計測定構造論 の構築が可能 となる、 と思考 され るために、
1921年以来展開 された会計公準論の歩みに、従来 とは異 なった視点か ら光 をあてる試みをとお して、
現実の企業会計の測定構造の基盤、そ してこれ らを記述 した会計測定構造論 の論理的基盤をみ きわ
めてい くこと、を今後の課題 として考察をすすめていきたい。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
1
本論文 は、財務会計および財務報告制度上 のい くっかの新 しい課題(と りわ けキ ャッシュフロー
計算書のような 「第三の基本的財務表」の制度化問題)が 在来の 「伝統的」会計理論 によっては解
決 されえない、 という問題意識か ら出発 して、その問題が解決 しないことの根本的な原因を在来の
会計測定構造論の脆弱性に求め、その脆弱性を超克するためには意味論的考察を的確 に行い、 その




本論文 は、二部構成 とな っている。
その一つは、第1部 「会計構造に関する諸見解 一会計測定構造論 を再構築する際の視座 と方法 一」
であって、第1章 か ら第皿章までの三つの章か ら成 り立 っている。 そこでは、下記のような諸点が
論 じられている。
(1)今日の財務会計および財務報告制度が直面 している多様 な諸問題 のうち、さしあた りキャッシュ
フロー計算書のような 「第三 の基本的財務表」 の制度化問題 に注 目 した場合にあって も、在来の
「伝統的」会計理論(1930年代以降に展開 された会計理論)は 問題解決能力 を欠 いていること
② キ ャッシュフロー計算書に関するアメ リカの財務会計基準第95号、および、その母体 とな った
財務会計基準審議会(FASB)公表の財務会計上の諸概念 に関する意見書第1号 ないし第6号 、
の両者をかえ りみ るとき、そ こに内包 されている会計測定構造論 も的確 には構築されていない、
ということが明 らかになること
(3)在来の 「伝統的」会計理論および財務会計基準審議会が採用 している会計測定構造論がいずれ
も問題解決能力を欠 いているのは、 的確な意味論的考察の成果 に もとついた理論構築がなされて
いないためであると考 え られること、など
いま一つ は、第2部 「会計測定構造 に関す る一試論一20世紀初頭 アメ リカの意味論的考察の先駆
的業績を手がか りとして一」 であ って、第IV章か ら第皿章までの四つの章か ら成 り立 っている。 そ
こで は、会計測定構造 に関する意味論的考察の成果 と して、下記 のよ うな諸点が論 じられている。
(1)会計測定 の対象 とy会計帳簿 のなかに作成 される複式の勘定記録 ない し財務諸表の うえに開示
される会計情報 と、の両者 の間には測定者 としての会計人の会計的思考が介在するので、意味論
的考察は必要不可欠であること
(2)意味論的考察が的確 に行われれば、勘定記録ないし会計情報 は測定対象を直示す るものではな
く、測定者 の会計的思考 こそが表現 されたものにほか ならない、 ということが明 らか となる。 こ
の ことを的確に説明する会計測定構造論が展開 されなければな らないこと
(3)意味論的考察の成果 に もとつ いて展開 された とみなされる会計測定構造論 の先駆 は、W.A.
Paton、C.Sprague、およびW.M.Cole、などの20世紀初頭の所説 のなかに見 出す ことがで き
ること
(4)これ らの先人の業績は、会計測定構造 の解明 という問題 よりもむ しろ会計情報開示 の規整(会
計原則 ない し会計基準 の設定)と い う問題に関心が向 けられ るようになった1930年代以降必ず し
も的確 には継承 されて こなかったけれども、今 日で も学ぶ点は少な くないこと
(5)先人によって展開 された会計測定構造論の うち、 とりわけW,A.Patonが展開 した会計公準
論は、会計測定者 としての会計人が採用 している諸仮定つまり測定者 の会計的思考の諸前提 に関
す る説明であり、会計測定構造の論理的基盤 を明 らかに しようと した議論にほかな らないとみな




ここでは、 その再構築の基点 と方向とが提示 されたにす ぎない。 しか しなが ら、本論文において著
者が 「的確 な意味論 的考察の欠如」 とい う現代会計学の盲点の一っを明確に し、必 ず しも適切 には
評価 されて こなか った古典を現代会計学への対立命題 として活かそ うとした功績 は、大いに評価す
ることができる。
よって、本論文は博士(経 済学)の 論文の水準 に達 してお り、成績は 「合格」 と判定 され る。
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